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１．背景	 

	 チクシュルーブ・クレーターはメキシコの

ユカタン半島に位置する，直径約180 kmの巨

大衝突クレーターである [1]．また，地球上に

存在する巨大衝突クレーターうちで最も衝突

構造がよく保存されているため，巨大クレー

ターの形成過程を理解する上できわめて重要

な研究対象である．しかし，チクシュルーブ・

クレーターは現在地下2〜3 kmに埋没してい

るため，直接的な調査は地震波等の構造探査

と掘削試料回収に限定されている [1-5]．特に，

クレーター内部掘削試料のうち，唯一の連続

コアであるYAX-1コアからは，100 mに及ぶ衝

突起源堆積物（インパクタイト）が発見され

ており，クレーターの形成過程を知る重要な

手がかりを与える．ところが，これまで岩相

観察や地球化学分析に基づいた研究では，そ

の堆積過程は必ずしも統一的な見解が得られ

ていない [2-5]． 

	 そこで本研究では，イジェクタの経験圧力

の違いに着目して，YAX-1コアのインパクタ

イト層の全ユニットについて，圧力指標であ

る衝撃変成石英の経験圧力と存在度, 粒径の

変化を調べることで，各ユニットにおける堆

積プロセスの再評価を行った． 

２．従来の解釈	 

	 YAX-1コアは岩相学的特徴に基づいて６つ

のサブユニットに細分化されている [6]．その

うち下部のユニット５，６は，イジェクタカ

ーテン由来の堆積物だとする解釈とクレータ

ー内部から流出したメルトシートだとする解

釈に分かれている [2,3]．Tuchschererらは，岩

相観察，顕微鏡観察，化学組成分析に基づき，

ユニット６は炭酸塩岩片の高い割合で存在す

ることに加え，微化石が発見されていること

から，イジェクタカーテン由来と解釈し，ユ

ニット５は，微化石や炭酸塩岩片の欠乏と基

盤岩由来の硅質岩片の卓越から，トランジェ

ント・クレーター内部から流動してきたメル

トシートであるとした [2]． 

一方，Kringらは，一次鉱物の類似性より,

イジェクタを含んだメルトシートが流動を終

えた後, メルト内で沈降した巨礫がたまった

ものがユニット６，上部メルトが固化したも

のがユニット５であると解釈している [3].  

	 また，チクシュルーブ・クレーター形成直

後にクレーター内部に海水が流入したかどう

かについても未だに結論がでていない．後藤

らは，岩相観察や化学組成分析・微化石分析

に基づいて，YAX-1コアのユニット１は，衝

突直後に海水がクレーター内部に流入したこ

とで生じた再堆積によるものだとした [4]． 

一方，岩相分析や数値計算に基づき，ユニ

ット１は大気中を降下したフォールバックイ

ジェクタであるとする解釈もある [5]．  

 

３．手法	 

	 衝撃変成石英は，石英粒子のうちPFs (Planar 

Fractures) や  PDFs (Planar Deformation 

Features) と呼ばれる微細な面構造を持つも

のをいう [7]．特にPDFsは高圧（10~35 GPa）

を経験した石英粒子のみに形成され，経験し



た圧力によって結晶のc軸に対する面方位が

異なることから，衝撃の圧力指標として用い

られている [7]． 

	 本研究ではYAX-1コアのインパクタイト層

掘削試料（全24層準）より石英粒子のみを抽

出し，PDFsの方位角測定を通して粒子の経験

した圧力の推定を行なった．また，石英粒子

の計数を通して全石英粒子に対する衝撃変成

石英の存在度を，各粒子の画像解析から粒径

を算出した [8]．  

 

４．結果と考察	 

	 YAX-1コアのインパクタイト層の全ユニッ

トから衝撃変成石英を発見した． 

まず，ユニット５下部試料中の衝撃変成石

英は高圧 (>25GPa)を経験した粒子が支配的

であり，様々な圧力を経験した石英粒子が混

在するそれ以外の試料と特徴が異なることが

分かった．これは，トランジェント・クレー

ター形成過程で生成したメルトシートがクレ

ーター底部の高圧を受けた基盤岩の石英粒子

を巻き込んでトランジェント・クレーターの

外側に流出したものであろうと解釈できる． 

一方，その他の全ての試料には高圧から低

圧までの様々な圧力を経験した粒子が混在し

ている．ユニット５より先に堆積したユニッ

ト６はイジェクタカーテン由来 [2]であるこ

とが示唆されるが，このことは流体コードを

用いた数値シミュレーションから予想される

堆積過程とも整合的である [9]．このことは，

YAX-1コアがトランジェント・クレーターの

外部に位置することを示し，その直径が120 

kmより小さいことを示唆する． 

	 ユニット５上部試料には，様々な圧力を経

験した衝撃変成石英が混在しており，石英の

さらに高圧相であるBallen Quartz [10]の含有

量がフォールバックイジェクタ由来  [2,3,5] 

と考えられるユニット３，４と同程度である

ことから，ユニット５上部もフォールバック

イジェクタ由来の可能性が考えられる． 

	 ユニット1では，衝撃変成石英とBallen 

Quartzの含有量がともに振動し，増減を繰り

返していることが分かった．さらに，石英粒

子の粒径も周期的に増減を繰り返しており，

ソーティングも見られない．ユニット1がフォ

ールバックイジェクタ [5] だとするなら，ソ

ーティングを受けているはずであり，粒径や

高圧経験粒子の周期的な変動を説明すること

が困難である．一方で，これらの変動は衝突

によって発生した津波の繰り返しによる周期

的な変化とは整合的であり，ユニット1が津波

堆積物由来 [4] であることを支持する．これ

は，チクシュルーブ・クレーターの形成過程

において海水の浸入が起きたことを示唆する

ものである． 
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